
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で 

緊
急
要
望
書 

６
月
議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市

会
議
員
団
の
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
返
信
が
約
１
５
０
０
通
に
達

し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
と
暮
ら
し
守
る
緊
急
の

申
し
入
れ
を
市
長
に
提
出
し
、
追
加

の
補
正
予
算
を
求
め
ま
し
た
（
右
下

写
真
）。 

 

ご
み
収
集
事
業
の 

民
間
委
託
の
拡
大
な
ど 

八
尾
市
が
提
案 

今
議
会
で
は
、
最
高
裁
判
決
が
断

罪
し
た
生
活
保
護
の
減
額
に
対
す
る

返
還
を
実
施
す
る
た
め
に
約
８
億
円

（
国
費
）
の
増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
事
業
の
民

間
委
託
業
を

1.5

倍
に
拡
大
し
、
入
札

を
実
施
す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為

も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
保
料
引
き
下
げ
と 

国
保
逃
れ
を
許
さ
な
い
請
願 

 

国
保
を
良
く
す
る
会
か
ら
「
国
保
料

の
引
き
下
げ
と
国
保
逃
れ
の
調
査
」
を

求
め
る
請
願
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
国
保
逃
れ
に
つ
い
て
は
議
員

団
と
し
て
議
長
に
対
し
議
会
で
の
対

応
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
。
市
民
有

志
か
ら
も
同
趣
旨
の
要
望
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

個
人
質
問
は
３
日
間
開
催 

 
 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
お
ち

妙
子
市
議
が
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
暮
ら
し
と
地
域
経 
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６月議会が開催されま
す。ぜひ傍聴にお越しく
ださい。 
議会開催は、６月 15 日
（月）からです。 
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八尾市議団 
HP 

済
の
緊
急
要
望
や
都
構
想
に
よ
る 

八
尾
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

17

日 

に
質
問
。
田
中
ゆ
う
こ
市
議
が

25 

号
線
バ
イ
パ
ス
や
西
郡
ま
ち
づ
く 

り
の
再
開
発
、
市
営
住
宅
の
老
朽 

化
、
教
育
へ
の
政
治
介
入
を
止
め
る 

こ
と
、
八
尾
北
診
療
所
の
廃
止
や
公 

共
施
設
の
ト
イ
レ
の
問
題
を

16

日 

議 会 日 程 

 

6 月 15 日(月)  

本会議(議案上程/個人質問) 

6 月 16 日(火） 

本会議（個人質問/田中議員 

13時頃～） 

6 月 17 日(水） 

  本会議(個人質問/おち議員 

11時頃～) 

6 月 22 日(月) 

  文教常任委員会 

6 月 23 日(火） 

健康福祉環境常任委員会 

(国保料請願審査) 

6 月 24 日(水) 

建設産業常任委員会 

6 月 25 日(木） 

総務常任委員会 

7 月 3日(金)  

最終本会議 

 

※本会議は 10 階議場で、委員会は 8 階

第 1 委員会室ですべて 10 時から開会さ

れます。 

 

６
月
市
議
会
開
会 

 

 

 

共
産
党
議
員
団
は
市
長
に
「
イ
ラ
ン
状

勢
の
影
響
か
ら
地
域
経
済
と
く
ら
し
を

守
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出(

５
月

28

日)

。
戦
争
の
影
響
が
物
価
高
騰
に
追
い

打
ち
を
か
け
、
仕
事
や
医
療
な
ど
様
々
な

分
野
に
深
刻
な
影
響
を
広
げ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
上
回
る
対
策
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
議
員
団
は｢

一
刻
も
早
い
戦
争

終
結
を｣

な
ど
の
４
つ
の
要
望
項
目
と
３

月
議
会
に
引
き
続
き
「
国
保
料
の
値
上
げ

撤
回
と
値
下
げ
」
な
ど

11

点
の
緊
急
要

望
に
つ
い
て
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

ま
た
同
日
、
議
員
団
は｢

八
尾
自
衛
隊

駐
屯
地
と
八
尾
空
港
に
関
す
る
す
る
申

し
入
れ｣

書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

アメリカ・イスラエルによるイラン攻撃 

物価高騰に 
深刻な市民の生活と営業 

共産党議員団 緊急要望書を 

副市長に 5/28提出 

緊
急
要
望
書
を
提
出
す
る
田
中

議
員(

中
央)

と
お
ち
議
員(

右)
 

約 8 割の市民  

生活が苦しくなった 
 Ｑ：あなたの暮らし向きは以前と比べて 

どうですか 

 

｢以前と比べてくらしが苦しくなった｣―市民の約 8割が

回答。 

2026 共産党議員団市民アンケートに寄せられた市民

の”声”です。市民の苦しみに耳を傾けた議会がいっそ

う求められています。 

 

 

に
質
問
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
自
民
党
の
議
員
か
ら
平
和
教

育
へ
の
政
治
的
介
入
を
求
め
る
質
問
が

通
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
趣
旨
の
陳
情

も
提
出
さ
れ
て
お
り
、
八
尾
市
だ
け
で

は
な
く
全
国
的
に
地
方
議
会
の
場
で
も

平
和
教
育
へ
の
圧
力
が
強
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
お
声
を 

 

議
会
へ
届
け
ま
す 

mailto:yao.com@siren.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

日本共産党議員団の個人質問 

 

 
 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

住民自治・団体自治の 
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Ⅰ
．
緊
急
支
援
を
求
め
ま
す 

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
イ
ラ
ン
戦
争
の
影
響
で
市

民
の
暮
ら
し
や
仕
事
は
破
綻
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。 

八
尾
市
と
し
て
緊
急
の
支
援

を
以
下
、
求
め
て
い
き
ま
す
。 

 ① 

さ
ら
な
る
個
人
給
付
の
実

施 

② 

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
金
の

要
件
緩
和 

③ 

電
気
ガ
ス
代
補
助 

④ 

相
談
窓
口
の
設
置 

⑤ 

市
と
し
て
の
実
態
調
査 

⑥ 

資
金
繰
り
支
援 

⑦ 

修
学
旅
行
費
の
無
償
化 

 

Ⅱ
．
大
阪
都
構
想
は 

市
民
に
メ
リ
ッ
ト
な
し 

大
阪
都
構
想
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
阪
市

に
隣
接
す
る
八
尾
市
も
特
別

区
に
移
行
さ
れ
る
可
能
性
が

大
で
す
（
す
で
に
大
松
市
長

は
そ
の
旨
表
明
）
。 

日
本
共
産
党
は
３
度
目
の

都
構
想
の
住
民
投
票
を
実
施

し
な
い
こ
と
を
求
め
、
八
尾

市
を
廃
止
す
る
特
別
区
へ
の

移
行
に
も
反
対
し
ま
す
。 

 

 

 

今
、
必
要
な
の
は
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
財
政
試
算
も
せ
ず
に

と
に
か
く
工
事
あ
り
き
の
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が

25

号
線
バ
イ
パ
ス
計

画
で
す
。
25

号
線
の
渋
滞
緩
和

は
切
実
な
願
い
で
す
。
し
か
し

想
定
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ト
で
は

渋
滞
解
消
は
見
込
め
ま
せ
ん
。 

 

一
方
、
八
尾
市
で
は
道
路
環

境
が
非
常
に
悪
く
、
主
要
幹
線

道
路
で
は
渋
滞
が
恒
常
的
に
起

き
て
お
り
、
補
修
も
４
割
が
必

要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
幹
線
道
路
や
生
活
道
路

の
補
修
予
算
は
毎
年
全
体
予

算
の

0.1

％
で
す
。
今
必
要
な

の
は
身
近
な
道
路
の
凸
凹
改

修
。
歩
道
や
自
転
車
道
の
整
備

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
他
、
西
郡
の
ま
ち
づ
く

り
再
開
発
、
市
営
住
宅
の
老
朽

化
、
八
尾
北
医
療
セ
ン
タ
ー
の

閉
院
、
平
和
教
育
へ
の
政
治
介

入
ス
ト
ッ
プ
、
公
的
施
設
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
就

労
支
援
事
業
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
質
問
を
す
る
予
定
で

す
。 

 

 

 

維
新
に
続
き
参
政
党
も 

維
新
を
は
じ
め
と
し
た
国
保
逃
れ
議
員

が
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
八
尾

で
は
参
政
党
の
市
議
が
国
保
逃
れ
で
離
党

勧
告
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

国
保
逃
れ
の
最
大
の
被
害
者
は
市
民
で

す
。
本
来
納
付
す
る
べ
き
高
所
得
者
の
保
険

料
分
が
他
の
国
保
加
入
者
に
押
し
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
参
政
党
の
市
議
は
、
自
ら
は

国
保
か
ら
逃
れ
、
他
の
国
保
加
入
者
に
国
保

料
の
負
担
を
押
し
付
け
て
お
き
な
が
ら
、
国

保
の
滞
納
を
厳
し
く
取
り
立
て
よ
と
質
問

ま
で
し
て
い
ま
し
た
。 

  

問
わ
れ
る
の
は 

 

議
員
の
道
義
的
責
任 

 

ま
た
、
議
員
は
国
保
料
決
定
の
議
決
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
値
上
げ
に
は
賛
成
を
し
て

自
ら
は
国
保
料
か
ら
逃
れ
て
い
た
と
は
道

義
的
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。 

 

現
在
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
国
保
逃
れ

の
市
議
は
、
市
民
や
議
会
へ
の
説
明
責
任
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

年
金
機
構
は
違
法
性
の
調
査
を
進
め
、
架

空
の
申
請
を
し
た
事
業
所
を
断
罪
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
違
法
に
国
保
を
逃
れ
て
い
た

者
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
に
遡
っ
て
の
国
保

料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
国
保
以
外
の
市
議
に 

 

求
め
ら
れ
る
説
明
責
任 

 

八
尾
市
議
会
で
国
保
以
外
の
市
議
は
、
違

法
性
が
な
い
と
い
う
な
ら
そ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
、
違
法
性
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
年
金

機
構
の
調
査
が
入
る
ま
で
も
な
く
正
常
な
状

態
（
国
保
へ
の
加
入
）
に
す
べ
き
で
す
。 

 
 

 

 

6 月17 日（水） 

2番目/11時頃～ 

お ち 妙 子 

6 月16 日（火） 
3番目/13時頃～ 

田 中 ゆうこ 

市
民
に
は
厳
し
い
滞
納
取
り
立
て
を
求
め 

自
ら
は
こ
っ
そ
り
高
負
担
の
が
れ
!? 

市民も黙っていません‼ 

“国保のがれ“は 許さない‼ 

「八尾市国保をよくする会」が市議会へ 

提出した請願書 

 

【件名】 

国保料の引き下げと、国民健康保険料逃れに関す

る請願書 

【請願事項】 

① 2026 年度の国保料を値上げでなく値下げする

こと 

② 議会の協力で速やかに「国保逃れ」を調査し、

違法行為があれば未納分を納付させること 

 


